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１．はじめに
　原稿はA4で作成してください．余白部分がカットされ，原寸大でB5に写真印刷されます．この例にしたがい雛型ファイルを用いて作成していただければ，統一性のあるものになります．皆様のご協力をお願いいたします．
　論文本体を，インターネットにより公開（PDFファイルとして）します．後日，ご連絡しますのでファイルの提供をお願いします．以下の数値はA4での値を示しています．
　　　①用紙は，A4，縦置き，横書き．1頁40文字×36行．
　　　②余白は，天 25mm，地 60mm，左 40mm，右 35mm．
　　　③本文は，10ポ．フォントは，和文はMS明朝，英文はCentury．
　　　④10ページ以内（編集委員長が認めた場合には10ページを超えることができるが，原則として刷り上がり20ページ以内）．偶数ページ数が望ましい．ページ番号は右下すみ．
　　　⑤句読点は，全角のカンマ｢，｣，ピリオド｢．｣を用いる．
　　　⑥英数字は，半角．（大見出し番号のみ全角）
　なお，商品ロゴや登録商標などを本文中に記載するときは，企業等の指定通りに適切に記載する．

２．タイトル部分
2.1 日本語表記について
(1) 種別　　　　　MS明朝，10ポ．＜実践報告＞と1行目に記述．
(2) タイトル　　　MSゴシック，12ポ．中央揃え．
(3) サブタイトル　MSゴシック，11ポ．中央揃え．
(4) 著者名と所属　MS明朝，10ポ．氏名と所属（学生，院生の場合には専攻等）．
　　　　　　　　　位置は本例のように氏名，所属の先頭文字を揃え，中央に配置する．
2.2 英語表記について
(1) タイトル　　　Century，12ポ．中央揃え．
(2) サブタイトル　Century，11ポ．中央揃え．
(3) 著者名と所属　Century，10ポ．中央揃え．
　　氏名の書き方　大文字の姓と頭文字のみ大文字の名前とする．　例：SHINSHU Taro
2.3 研究の目的・キーワード等について
　この例にしたがい，次の事項を表形式で最初のページに記載してください．
　表内のフォントは，本文と同じく，MS明朝／Century，10ポ．
(1) 研究の目的
(2) キーワード　　5語以内，空白で区切る．
(3) 実践の目的
(4) 実践者名　　　「第一著者と同じ」のように書くか，実践者氏名をフルネームで．
(5) 対象者　　　　学校園所在地，学校園名，学年など．人数は（○名）と括弧書き．
(6) 実践期間　　　西暦で．　例：2010年4月～2011年1月
(7) 実践研究の方法と経過
(8) 実践から得られた知見・提言

３．見出し，項目番号
3.1 大見出しの番号とピリオドは全角，MSゴシック，10ポ　例：１．はじめに
3.2 中見出し以下の数字とピリオドは半角，フォントは本文と同じ
(1) 括弧と数字は半角
　1) 片括弧と数字は半角
　　①全角
図１　図のキャプションの例　
４．図表
キャプションはMSゴシック，10ポ．図表に対して中央揃え．
　図・表・写真は適切な位置に貼り込んで提出してください． 

文献
　本文中での引用は次のようにし，論文等の最後に著者名のアルファベット順に一覧をあげる（和文誌・英文誌でわけない）．
（例）長野（2010）は…，あるいは，…と述べている（NAGANO 2011）
なお，著者人数によって，下記のような表記とする．
単著の場合，（長野 2010）および（NAGANO 2011）
2名の著者の場合，（長野・松本 2010）および（NAGANO and MATSUMOTO 2011）
3名以上の著者の場合，（長野ほか 2010）および（NAGANO et al. 2011）
雑誌の場合，著者，発表年，表題，雑誌名，巻数，論文所在ページの順に，単行本の場合，著者，発行年，書名，発行所，発行地（，必要があれば引用ページ）の順に，Webページを参照する場合，著者，発行年，表題，URLアドレス，参照日の順に記述する．
著者A1，著者A2，著者A3，2010，論文表題，掲載雑誌名，23(4)，pp.34-45
著者B1，著者B2，著者B3，2011，単行本の書名，出版社名，発行地名，pp.56-67
著者C1，2016，Webページ等の表題，http://cril-shinshu-u.info/（accessed 2017.12.06）
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